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1.　緒言

高選択的触媒的不斉反応の開発は､現在の有機

化学の最重要課題であり､これまで数多くの不

斉触媒が開発されている｡それらの中で, BINAP

のように､酵素を越える高いエナンチオ選択性

を発揮するものも報告されているが､多くの場

合､エナンチオ選択性､化学選択性､収率等に

未だ問題点を抱えている｡合成触媒と酵素との

大きな相違は,合成触媒は反応点,反応基質を

1点,一方のみ制御しているのに対し､酵素は

複数の活性点で､基質双方を活性化し,面選択

制を制御している点にある｡
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本研究では,酵素をモデルとし､反応を多点制

御する触媒,即ち図1に示すように､安価で容

易に入手出来る糖(グルコース､ガラクト-ス

甜+ TMSCN

等)を基本骨格とし分子内にLewis酸部分と

Lewis塩基部分を同時に有する触媒を開発し､

h0..6 髭��V2�UB艪陞s�粤b�
ヽ FT12Ro 覇C�%&���

それらが互いに協力援助しながら反応を制御

する方法を開発応用することにある｡

2.　実験方法と結果

配位子1の合成は下記スキームに従って合成し

た｡触媒量(10%)の合成した配位子1を用

い､ルイス酸存在下､ジクロロメタン中一78

ocでイミンのシアノシリル化反応を行ったと

ころ,光学純度3 1%､化学収率99%以上で

非天然アミノ酸前駆体を得た｡現在のところ､

エナンチオ選択性はあまり良くないが､配位子､

ルイス酸等の検討により満足できる結果が得

られるものと考えている｡

1) 1, CH2C12/-780C/48h
L-i

2) 10% HClaq.

Table 1. Catalytic Enantioselective Cyanosilylations of lmine

Entry 1 (moA%) LewisAcjd Yielda)(%日α]Db)(deg) 0･P･(%)

1 0　　　E仏IC12　　　77　　　　+1.470

1 0　　　Et2AIC]　　>99　　　+ 22.21 9

a) lsolated Yield.

b) Reported Value for串ト2-Benzylamin0-2-phenylacetonitrile

is [α]D=-710(C=1.0,CHq).
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